「なるほど。きっとそのポーラという少女は、無意識のうちにワシの存在を感じ取り、きユ
に南に行くように指示したんじゃな。何しろ、今すぐきみをスリークに送る手段を持ってい
るのは、ワシだけじゃからな」
博士はそう言うと、ボクにスカイウォーカーという乗り物をくれた。
「ずいぶん昔の発明品だが、スリークまで行くには十分だろう。ではまた10年後に会おう」
スカイウォーカーは丸っこい飛行メカで、ちょっと見た目には小型のUFOに見えた。
ボクは、すぐさま研究にもどる博士を横目でちらっと見ると、さよならも言わずにスカイ
ウォーカーに乗りこんで発進させた。
ウォーカーに乗りこんで発進させた。544
〓544へ
501
ジェフとポーラのふたりに勧められて、ぼくは『ゴヂラのバット』を買うことにした。
さてと、劇場に博物館、モノトリービル……いろいろあるけど、どこへ行こうか?
◆『ゴヂラのバット』を入手した。アイテムリストにチェックして419・
〓『ゴヂラのバット』を入手した。アイテムリストにチェックして41(
5O2
パン屋に入ったが、数枚の小銭しか持っていないぼくらはクッキーだけ買って、店を出た。
◆『クッキー』を入手した。アイテムリストにチェックして419
410へ

